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 2 栃誠工機株式会社 

 

当社は、協立グループの中で、非鉄金属精密加工を

得意としています。 

 

事業者名 
栃誠工機株式会社  

【トップマネジメント（代表取締役）】 齋藤 宣義 

所在地 

〒321-0215 

栃木県下都賀郡壬生町大字壬生乙 4060 ㈱アーレスティ栃木敷地内 

TEL 0282-82-6303     FAX 0282-82-1346 

【製造課加工６班】 

栃木県下都賀郡壬生町大字壬生乙 3610-10 協立機興㈱栃木工場敷地内 

【製造課加工７班】 

栃木県下都賀郡壬生町大字藤井 1126-3 

対象範囲 栃誠工機株式会社壬生工場、製造課加工６班、製造課加工７班 

環境管理 

責任者 
【取締役工場長】 大貫 謙次 

設 立 1972年 7月 

資本金 1,000万円 

社員数 94名 

事業内容 
自動車用、電気機器用等の非鉄金属（アルミニウム合金・マグネシウム合金）精密加

工部品の製造 

主な得意先 ㈱アーレスティ栃木 

沿 革 

1972年 7 月 創業者齋藤好司により、協立機興株式会社・栃誠工機株式会社を設

立。 

1976年 6 月 自動車部品のトリミングにロボットシステムの工程採用、業務開始。 

1992年 4 月 創業者齋藤好司社長逝去に伴い、齋藤誠司が三社の社長に就任。改め

て自動車用ロカカバーの精密加工の業務推進の方針確立。 

2002年 7 月 自動車用ロカカバー樹脂化に伴い、自動車用オイルパンの精密加工を

増産。 

2004年 自動車用サブフレーム、カムブラケットの生産開始 

2005年 6 月 IS09001:2000を認証取得 

2008年 3 月 エコアクション２１を認証・登録。 

2014年 3 月 エコアクション２１を更新登録。 

2014年 6 月 ISO9001：2008を更新登録。 

齋藤誠司が会長に、齋藤宣義が社長に就任。 

自動車用ｵｲﾙﾊﾟﾝのﾛﾎﾞｯﾄによる自動加工ラインを新設 

2016年 5 月 

2018年 7 月 

 

１．事業活動の概要 

Kyoritsu Kiko 
協立機興株式会社 

Tochisei Koki 
栃誠工機株式会社 

Kyoritsu Group 
協立グループ 
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栃誠工機株式会社は、 

 

【協立グループ経営理念】   

 「和の精神」・「協力一致の精神」 を社訓に  

お客様の喜ぶ顔を思い描きながら、地域・社会により良い貢献をしてゆく  

「時代」という流れを常に先取りし、「人」を育て、一人一人の「力」を集結し一致団結して、前進し

てゆく  

  

【協立グループ経営方針】  

1.地球にやさしく、地域と一体となり、環境保全に役立つ活動を展開します 

2.お客様に買ってよかったと思っていただけるような製品を提供します 

3.創意工夫を凝らし、地域の中で一番良い会社にするために改善を続けます 

 

をもとに、下記の環境経営方針を定めています。 

 

 

２．環境経営方針 



 

 

 4 栃誠工機株式会社 

【エコアクション２１環境推進組織図】 

 
【役割分担表】 

担当者 役割・責任及び権限 

トップマネジメント 

• 環境マネジメントシステムの最高責任者 

• 環境方針を定め、必要に応じて見直す 

• 環境マネジメントシステムのマネジメントレビューを行う 

• 経営資源（要員・設備・資金等）を経営上可能な範囲で用意する 

• 環境管理責任者を任命する 

• 経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 

• 環境マネジメントシステムを構築し、運用し、維持する責任と権限

を有する 

• 品質/環境会議を運営する 

• 環境方針・環境目的に沿った環境活動計画書を作成する 

• 『環境関連法規等とりまとめ一覧』を作成し、最新の状態を維持す

る 

• 環境に係わる教育訓練を推進する 

• 環境に関する行政機関対応の責任者 

エコアクション２１

推進事務局 

• 環境管理責任者を補佐し、環境マネジメントシステムを推進する 

• エコアクション 21に関する実務全般を所管する 

総務部 
• 環境関連法令等の届出、報告書などに関する窓口 

製造課 
• 環境マネジメントシステムに係わる業務の推進 

• 産業廃棄物の保管 

技術課 
• 環境マネジメントシステムに係わる業務の推進 

品質管理課 
• 環境マネジメントシステムに係わる業務の推進 

環境経営最高責任者

代表取締役
齋藤 宣義

環境管理責任者

取締役工場長
大貫 謙次

総務部

大木 ひとみ

製造課

田島 研司

技術課

仲澤 季也

品質管理課

小和瀬 孝行

エコアクション２１

推進事務局
丸山 誠

３．環境管理実施体制・責任及び権限 
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環境目標実績及び今後の達成目標値は下記となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　2022年度末までの環境目標

環境区分 2019年 2020年 2021年 2022年 単位

目標 - 2,554,735.14 2,541,897.27 2,529,059.41

実績 2,567,573.00 1,772,877.87 1,859,871.40

対19年比 - 31.6% 27.8%

目標 33.65 33.48 33.31

実績 33.82 33.41 34.02

対19年比 - 0.7% -1.6%

目標 - 0.189 0.188 0.187

実績 0.190 0.166 0.178

対19年比 - 14.2% 7.54%

目標 - 4.07 4.05 4.03

実績 4.09 3.73 3.56

対19年比 - 8.4% 11.89%

目標 8.37 8.33 8.28

実績 8.41 7.23 6.68

対19年比 - 13.5% 19.62%

目標 628.80 609.15 589.50

実績 655.00 1,192.62 975.99

対19年比 - -89.9% -60.2%

目標 2.07 2.06 2.05

化学物質 実績 2.08 1.13 1.13

対19年比 - 45.2% 44.7%

騒音 法定基準（75dB以下）を遵守する 実績 ○ ○ ○ -

水質 切削水オーバーフロー防止のための保全を行う（災害0件） 実績 0 0 0 件

大気 マグネシウム切粉の発火防止のための保全を行う（災害0件） 実績 0 0 0 件

2020年4月13日

栃誠工機株式会社

目標／項目

2019年度を基準として、2022年度末までに、
「加工不良金額（千円）」を「10%」削減する

千円

2019年度を基準として、2022年度末までに、
「排出二酸化炭素量（㎏-CO2）を「1.5%」削減する

2019年度を基準として、2022年度末までに、
「使用電力量（Kwh）／製品売上（万円）」を「1.5%」削減する

2019年度を基準として、2022年度末までに、

「切削油使用量（㎥）／製品売上（万円）」を「1.5%」削減する

省エネ
省資源

㎏-CO2

kWh/万円

㎥/万円

2019年度を基準として、2022年度末までに、

「総排水量（㎥）／製品売上（万円）」を「1.5%」削減する

2019年度を基準として、2022年度末までに、
「廃棄物排出量（ｔ）」を「1.5%」削減する

代表取締役　　齋藤　宣義

㎥/万円

t

2019年度を基準として、2022年度末までに、
化学物質使用量を「1.5%」削減する

㎏

３．環境管理実施体制・責任及び権限 4．環境目標と実績、 

取組内容とその評価と次年度の取組内容 
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【環境活動の取組内容】 
 

 

 

排水量
・切削油の濃度管理
・切削水の交換頻度減

廃棄物排出量

切削油使用量
・切削油の濃度管理
・切削油漏れ防止

水使用量 ・節水 ・節水

紙使用量
・社内メール活用
・掲示板の活用
・裏紙活用

・社内メール活用
・掲示板の活用
・裏紙活用

区分

資源使用量

製造部門

電力使用量
・温調機の温度使用制限
・昼休み消灯

・温調機の温度使用制限
・昼休み消灯
・夜勤、休日時の電源制限

燃料使用量
（ｶﾞｿﾘﾝ・灯油）

･ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ ・ｽﾄｰﾌﾞ使用制限

項目 事務部門

一般廃棄物
可燃ごみ
不燃ごみ

加工不良 ・加工不良の削減

・作業手袋の洗濯による再利用
　
・裏紙活用
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排出二酸化炭素量・電力量の推移                            

                                                                                                                                                                                                                         

※ 購入電力の排出係数については、平成 29年度の二酸化炭素排出係数を採用 

壬生工場・藤井工場： 東京電力（0.475）  栃木工場： ｵﾘｯｸｽ（0.557） 
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今年度は、前年度に対し売上が 3％程度増加したが、2019年に対しては、約 30％減少という結果とな

った。排出二酸化炭素量 4.9％ 電力量 1.8%（原単位）と、共に増加し目標未達。 

今後は、老朽化したｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ等を環境に配慮した製品にしていきたい。 

新規ﾗｲﾝ・現行設備に対し加工不良の削減・ｻｲｸﾙﾀｲﾑの改善を実施し効率を上げていきます。 

 

 

排水量の推移         廃棄物排出量の推移 
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排水量は、切削油とその希釈水の総量です。    

油種を変更し適切な濃度管理を継続し、 

ムダな使用を控えた結果、前年に対し 

4.3％削減することが出来た。 

 

各部署で廃棄物排出量を削減する為に適切な分別

を実施した結果削減する事が出来た。 

引き続き継続していく。 
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化学物質使用量の推移       加工不良の推移  

 

         

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

今年度まとめ 

 

今年度も、コロナの影響で売上は、低かったが、前年比売上高 3％増加した。排出二酸化炭素量・電力

量以外は、売上を原単位とした目標を達成する事ができた 

良かった点としては、切削油の油種変更の効果が表れ化学物質量の削減が出来た事と 

産業廃棄物排出量を各部署で適切に分別を実施する事で削減、目標達成となった。 

次年度は、加工不良の削減をする取組みを実施する。老朽化による設備入替予定がある為、効率良く

レイアウト変更を実施し生産性向上に努めていきます。また、自動化を進め省人化にする等の改善を進

め、省エネルギーで生産できる仕組みに繋げます。 
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油種変更の効果継続中。目標達成 

 

加工不良金額、昨年の削りすぎによる大量

不良の発生は防げたが、2019 年実績の 

1.5倍近くの金額になってしまった。 
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2022 年 6 月の順守評価の結果、違反・苦情のないことを確認しています。なお、弊社は、会社設立時にさか

のぼっても、環境関連法規に関する違反及び訴訟は全くありません。 

  

 また、法遵守はもちろん社内規定やルールによりリスク管理を行い、健全で適正な企業を目指しています。 

 

 

2021年度を振り返って 

2021 年度の生産量（t）は、前年に対し 13％程度減少となりました。材料不良の増加に伴い作り直し

という無駄なエネルギーの増加等があり目標未達となってしまった。 

切削水のオーバーフロー（河川流出の恐れ）災害が継続して 0 件だったことは、良かった点として挙げら

れます。 

 
今後の目標 

今年は、新製品が立上る予定です。その際には、設備が増えた分エネルギーが増えてしまう事は、避

けられない現実があります。 

今年は、コロナの影響で生産量が大幅に減少しています。その為、無駄なエネルギーを消費しない様

に加工不良の低減や節電等しっかり取り組んでいきます。 

そんな中でも、新設備に対しては、ロボｯト化や自動化・省人化を取り入れていきます。また旧設備に関し

ては効率の良い生産方式に改善していきます。 

今後も生産性向上の改善や加工不良を発生させない仕組み作りを重ねていき、環境に貢献できる企業

を目指します。 

 

           

 

 

2022年 7月 齋藤 宣義 

 
 

５．環境関連法規の順守状況 

６．代表者による全体の評価と見直し 

５．環境関連法規の順守状況 
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レポートについてのお問合せ 

 

栃誠工機株式会社 製造課 

栃木県下都賀郡壬生町大字壬生乙４０６０ 

TEL 0282-82-6303  FAX 0282-82-1346 
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